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下館　島　生　物　調　査　の　概況

2年　　橋　口　栄　一

（目　　的）

（lI　この島の生物とくに昆虫植物については古くから若干の記録があるが．まだかなり不十分なも

のでありさらにくわしく調査する必要がある。

（21近在問題lこされている南方から飛来する昆虫の上陸地点として重要な位置にある。南西の気流

にのってくるので琉球列島よりむしろおもしスい。今庄の飛来昆虫をしらべる。

（3）首．記録された植物や昆虫が現在でも生き残っているか。人間による自然破壊がどのように進

み．生物相がどのような変化をうけているか。

（4）自然から直接データを得て．それを報告書にまとめあげることによって生物科蛍の方法のひと

つを体得する。

（51昆虫・植物の標本をつくり今後の研究に役立てると同時に．正しい自然愛護の心を育てる。

（場　　所）

鹿児島県薩摩部下飯村

（準　　備）

採集・調査用

ネット

胴乱

生　活　用

紙テープ　　ゴム印　　　　　　　　　　雨具　洗面具

ピンセット　せんていバサミ　　　　　衣類　ぞうり

三角ケース　マジック

野冊　　　　採集箱

三角紙　　　ルーペ

新山紙　　　昆虫針

毒ぴん　　　根掘り

ビニール袋　トンボ用芯

スタンプ

メモ帳

紙コップ

ロープ

糖蜜

紙箱（三角紙標本入）

幼虫用ポリ管　昆虫植物図鑑

（メンバー）

引　率　顧　問

部　　　　　　長

副　　部　　長

マ　ネ　ー　ン′ヤ　ー

会　　　　　　計

大之下三夫先生　福田晴夫先生

橋口栄一r2の7）

松田利彦（2の6）

日野雅光r2の6）

山下敏郎r2の5）

一1　－

水筒・懐由電幻

薬　　食器

毛布　リュック

食品



昆虫班

リーダー　　橋口栄一（2の7）

チョウ　　松田利彦r2の6）橋口栄一（2の7）巾村伸一跳r2の7）日野雅光r2の7）山村敏彦rlの1）

甲　虫　　常秀樹rlの1）　由川耕人（1の3）

トンボ　　児玉一臣rlの3）

ハチ・アブ　　山下敏郎／2の5）

植物班

リーダー

班　員

各　係

時間記録

救　　護

写東係

本田耕市郎r2の6）

由村隆二r3の3）　古市万紀子（1の5）　山口頁由雲rlの5）

箇茸佐子（1の6）肱黒さだみ（1の7）

松田利彦

巾村伸一郎・山下敏郎

橋口栄一・日野雅光

（日　　程）

1971征7月28日（水）

阿久根港（8：00）－＜野百合丸＞一里一江石一画領一平良一夏良一長浜一再瀬落着r12：

33）－公民館着（12；45）－昼食（12：55）－公民館出発r15：10）一徹苦痛（第

三滝）着（16：25）一観音滝（第三滝）出発r16：48）－公民館着（17：18）－夕食

紺始r19：37）－誘蛾灯（20：20）一消燈（10：02）

7月29日（木）

起床（5：05）一尾岳へ出発（7：04）－峠（休息）f7：37－7；50）－長浜着（8：

06）一尾岳入口休息（8：25～8：40）－尾岳中腹休息（9：25～9；37）一自衛隊基

地宕（10：38）一基地出発（11：08）－昼食r基地周辺）rll：37）－出発r基地周

辺）（12：23）一届岳着r13：13）一植物班下山用船（13：50）－昆虫班下山開始

（14：00）一基地出発（15：11）－＜自衛隊輸送用トラック＞－長浜着r15：16）－

公民館着（16：52）－夕食（20：32）一就寝r自由）

7月30日（金）

起床（自由）一自由採集一夕食（19；28）

7月31日r土）

起床r自由）一朝食【7：20）一公民館出発r8：31）一滴々野潤着（11：10）一昼食

fll：20】一概々軌庸出発（13：55）－公民館着（15：30～17：55）一夕食

119：54）一消燈（23：50）

8月1日r日）

起床（自由）－朝食（9：45）→古瀬港r　　　　　）→阿久根港r　　　　　）

－　2　－



（主な成果）

1．チョウ－延べ32極のうちテングチョウr3頭）とアオバセセリrl頭）は飯島新記録で．

迷煤はリュウヰユウムラサヰ（1頭）とウスイロコノマチョウでし7こ。

2．甲　虫－ヒメオサムシを多数採集して，東京の国立科学博物館に提供しました。

3．その他－トンボ6種，セミ6極のはか，アカギカメムシ（分布北限記録）を採集しました。

4．植　物－これは後に詳しくお知らせします。

（反　　省）

まず巌初に我々が出発前に練った注意事項をあげ，その後それに対する反省をすることにします。

注意事項

1）毎日，採集品・記録の整理をその日のうちにすませるように準備する：夜→ミーティング

2）多くの標本を得たいので，三角紙や新聞紙を多めにもって行くこと。

31えた標本を1匹も1本も無駄にしないよう，必ずきちんとしたものに仕上げること。

4）昆虫は1踵につき50頭ぐらいをめどに採集する。

5）植物は面白い場所を選んで，そこの区域の全種類をとる。

6）甲虫は糖蜜トラップを用いて歩行虫をとるのでその準備をしておくこと。

7）毎日の記録を各人でノートしておくこと。

8）甑島の植物は「鹿児島の自然」P56－57にでているので，ノートに写し，図鑑でみておく

こと。

9）飯島の蝶の記録はSatsurnaの別刷にでているのでノートにうつし，図鑑でみておく。

10）あくまで「生物調査」であるため，全体行動をみだきないように注意する。

11）自分でひとつのテーマを決めて，それを最後までやf）通すようば全力をつくすこと。

上記のように決めた事についての反省はfl）はだいだいうまく行ったが，夜のミーティングが，

疲れていて，できない日もあった。（2）は出発前に十分準備して行ったので，良かっ7こ。r3）

は全員夕食後一斉に行って，完全に整理し終えた。r4）はかなり多く採ったのですが，一稀につ

き50頭には及ばなかった。（5）はある区域においては，ほとんど完了されたのではないかと思

う。r6）は小高い丘にしかけて，多くの甲虫をとらえた。（7）は代表として部長がまとめて記

録した。r8）は一応やったけれども，実際は忘れてしまっていてもっと深く調べておくべきであ

った。（9）は一般的な物は解ったけれど勉強不足の為に珍種の名がなかなか解らず先生に捌いて

やっと解った。（10）は全員一致団結していたので乱れることなくすべてうまくいった。

（11）はだいたい各人のテーマをやりとげられたと思う。

まとめとしては，部員の離島調査は，最初の計画通り，大成功であった。

（謝　　辞）

今回の調査にさいして，百瀬の上江若盛区長御夫妻，音源由学校の井尻いく子先生には大変お世

話になりました。また，植物の同定をしていただいた鹿児島大学の初島住彦博士，蝶の別刷を送付

された餌児島昆虫同好会の田由洋氏にもお礼を申しあげます。

ー　3　－
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下　館　島　の　蝶　類

顧問　　福　田　昭　夫

2年　　松　田　利　彦

鹿児島県薩摩郡に属する飯島の媒類は，すでに1887年，英人Leechによってロンドン動物

学会報に記録されているが，日本人による調査記録としては，1935鉦，野村健一氏によって行

なわれたのが最初と思われる。第二次大戦後は，後の参考文献でわかるとおり，おもに鹿児島昆虫

同好会のメンバーによる調査結果が発表され，また，九州大学学術探検研究会r1960年8月下

旬），福岡大学生物研究会r1970在7月下旬～8月上旬）による調査も行なわれた。

ここに報告する記録は，1971任7月28日から8月1日にかけて，下甑畠の由心部で行なわ

れた出水高校生物部員の採集調査結果で，アオバセセリ・テングチョウの2種が追加されており，

これでこの地域における夏の喋相は一通り明らかになったといえそうに思われる。しかし，この島

に在住して，じっくり調べた人の報告がなく，毎闇を通じての蝶相の実態は依然として不明である。

われわれはこの報文が，在住の研究家による今後の調査へのひとつの手がかりとして大いに利用さ

れることを切望する者である。

出発前に予想していたよりは，樹林も比較的よく保存されていたし，人間（rよる急激な環境破壊，

それに伴う蝶和の変化もしばらくは起こらないだろう。しかし，別稿のテンダチョウの問題をふる

までもなく，この島の本来の煤相を明らかにしておくことは必要で，急務であると思われる。われ

われも機会をみて再び調査してみ7こい。

本文に入るに先立ち，いろいろ彿教示をいア二だい7こ鹿児島昆虫同好会の田南洋氏やデータを提供

し7こ生物部日の諸君に厚く伽礼申し上げる。

1　分布・出現記録

符号の説明　　個体数：♯r多し），≠（普通），十（少ない）

破損度：3r大破），2r由破），l r少破），0（完全）

採集・目撃：28（橋口）‥・…橋口が2頭の谷を採集したことを示す。

1日……1薗目撃したことを示す。

1971任7月28日（水）天気○

苗減（3：10）－観音滝（4：25～4：48）－古瀬r5：18）

－　5　－



7月29日（太）天気〇

百濾r7：05）－長浜（8：06－8：40）－航空自衛隊基地r標高4507花）

rl O：30－12：10）－尾岳頂上（標高6047乃）（13：10～13：45）－航空

自衛隊基地f15：10）－＜トラックlこ便乗＞－長浜（15：25）－百滴（16：45）

〔青瀬－長浜〕　ほこりっほい新しい車道が通じており，サツマイモ畑と荒地が多かった。煤の

食草としてばクズ・カワラケツメイ・シバハギrつぼみなし）・ススキが多く，部落円の旧道に

はミカン類もあった。

〔長浜－自社隊基地〕　アスファルト道路が約4K血宅行して続き，はじめは段々畑や荒地が目立

つが，標高4007花付近（基地まで2Kmという所）から，マテバシイ・シイSp．にまじってア

カガシがあらわれγこ。

〔自衛隊基地付近〕　建物の周辺はクローバーやススキなどで，樹林はないが，見晴しがよく，あ

ちこちlこ外燈があるので，蛾や甲虫の採集には絶好の場所といえる。虫がとんできて因るといっ

て各窓には網戸がつけられ，庭に誘殺用のドラムカンがおいてあった。多くの甲虫や蛾の死がい

が散乱してい丁こが，野鳥に食べられ丁こ残りものだという。

〔尾岳〕　尾根を歩いr二が，ほとんどが伐採後の二次林と思われた。食樹としてはイスノヰ・アカ

ガシなどが目につく。あまり登山者はいないらしく，やぶをかき分けるようにして進むところが

多かった。夏は1人で登ることは，マムシなどの危険性もあって，できないだろうと思われる。

軋Lも特別なものはなく，わかりにくい場所だった。植物相については別貢の植物班の記録を参

照されrこい。

ー6　－



1．船上より

下飯島の最

高峰尾岳を

望む

藤‘′′

3．参加者一同

観音第三滴にて

2．われわれの

宿泊地育瀬
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種　　　　　　　名

1．　アオバセセリ

2．　イチモンジセセリ

3．　7オスンアゲハ

4．　ヰアゲハ

5．　アゲハ

6．クロアゲハ

7．ナガサキアゲハ

8．　モンヰアゲハ

9．　カラスアゲハ

10．　キチョウ

11．　ツマグロヰチョウ

12．　モンヰチョウ

13．モンシロチョウ

14．　ベニシンミ

15．　りうナミシジミ

16．　ヤマトシジミ

17．　ルリシジミ

18．テングチョウ

19．　アサギマダラ

20．　ツマグロヒョウモン

21．　コ　ミスジ

22．7カタテハ

23．ゴマダラチョウ

24．　ヒメウラナミ　ジャノメ

25．　ヒメジャノメ

26．　コジャノメ

苛減～長浜

＋

18山下

＋　1♀福田

一汁

＋　28谷福田

＋　18福田

＋

＋　18山下

1日巾村修

＋　1♀福田

－　8　－

＋

長浜～基地

≠　28ち松田

＋

自衛隊基地付近

＋

　

＋

　

＋

　

＋

＋　2♀♀松田

＋？　（基地の子供の採

集品由にあっ丁こ。）

＋r O）288福田

≠　28♀福田

＋　1♀福田



1笛山下，13日野

＋

＋山頂　1谷福乱1谷橋口，1♀橋口，1谷由村仲

7月30日（金）天気○

自由行動の日で，次のような調査が行なわれた。

〔吉減員＝幻西山への峠〕f年前由）巾村修二，山村

〔青瀬妄＝空西山への峠〕（14：35～17時頃）福凪　巾村修二

〔舌腋部落の裏山〕r午後）　巾村伸一郎，栢ロ，山下

－　9　－
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1．　アオバセセリ

2．クロセセリ

3．　ジャコウアゲハ

4．　アオスジアゲハ

5．ヰアゲハ

6．アゲハ

7．クロアゲハ

8．ナガサキアゲハ

9．モンキアゲハ

10．・キチョウ

11．　ムうサヰシジミ

12．ベニシジミ

13．ヤマトシジミ

14．テングチすウ

15．アサギマダラ

16．ツマグロヒョウモン

17．　コ　ミスジ

18．アカタテハ

19．　ヒメウうナミ　ジャノメ

20．　ヒメジャノメ

21．ウスクロコノマチョウ

＋（2）

十ト

】a由村鯵

18福乱13橋口，1容巾村修，18山村

3♀♀♀由村鯵　　　　　午後には見なかっ7こ。

1谷♀橋口，1♀山下，1♀由村修

1♀由村仲，1♀橋口

1谷山下　1♀巾村惨，1♀由村仲

28苫橋口

18福田

28福田，13U」下，1♀橋口，1省巾村修

3省古谷由村仲，1谷山村

…・クヌギ

18山下，18橋口，18由村仲，18山村

1省♀山下，1♀由村惨，3古画村仲，2♀申村仲

19巾村惨

1♀山下

28谷山下，1♀由村鯵

28福田，1♀山下，18「】コ村修，1♀瑚寸仲，

1♀山村

1省山下，1♀橋口，18♀巾村仲，1省山村

1谷橋口

＼「「‾／

（注）午後の記録

7月31日r土）天気○

音源（8：32）－峠＜標高360m＞（9：55－10：05）－減々野洒r西山）

rll：05～14：00）－峠r15：28～15：35）－苗濾（16：23）

〔古瀬－峠〕＜約3．5K由＞シバハギやネムノヰのある伐採地や荒地をのぼりっめる頃，樹林と水

田があらわれる。タブ・イヌビワ・ヤナギSp．が生えていることも水分が多いことを示している。

〔峠－瀬々野浦〕＜約2．OKm＞　途軸こ自動車道路ができていて，伐採接の荒地から低地では水

田になる。

〔減々野浦〕（西山部落）家のまわり（・こリュウキユウエノキがあって，テンダチョウが発生して

いた。海岸近くに小さな葦原がある。（植物目録参照）。風　水軌　墓地とまわってみたが，迷蝶

は2蹄のみ。
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∬　種類別の記録説明

1．7オバセセリ　　飯島では初めて採集されたが少ない極であろう。食通rヤマビヮ）は気が

つかなかった。

2．チャバネセセリ　　あまりみかけなかったが，これまでの記録は多い。

3．クロセセリ　　林内，林縁のアオノクマタケラン，ハナミョウガで発生よるものと推察され

る0

4．ジャコウアゲハ　　斉源一滴々野浦闇の峠で30日の午前由のみ発見された。

5．アオスジアゲハ　　各地にかなり普通

6．ヰアゲハ　　音減，瀬々野の海岸にはボタンボウフウが多く，卵や若～巾令幼虫が多数発見

された。そのうち，少数を持ち帰ってミツパゼリを与え丁こが，よく摂食した。

8月10日頃r2頭痛＝線かっ邑）→8月20日rlお・羽化）・8月21日

（18・羽化）；8月17日（1頭嫡化＝かっ邑）→8月25日rl♀・羽化）

池崎善博氏r1972）によると，長崎県下の海岸でもボタンボウフウがヰアゲ
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瀬　　々　　野　　浦

一廿

≠　1♀福田，13♀橋口

1♀松田，1♀常

＋　1谷福田

♯　18福田

≠　18福乱　3省aa巾村鯵

1日？

＋　1谷福乱1谷♀由村惨

2古谷山村

＋　1♀由村惨

♯

1頭山村修

18巾村惨

≠

一汁　33古谷福田

＋

18福臥1頭巾村惨

詳　し　い　場　所　の　記　録　を　欠　く　も　の

288山村，1♀橋口，1省由村仲

13♀橋口，13巾村伸

18山下，18由村仲

18♀橋口，13山下，1♀由村仲，13山村

1♀橋口，1谷日野，2♀♀碑村仲，1♀山村

13松田，18由村仲，28谷山村，1♀常

1♀橋口，4S SSち山村

1♀山村

ハの主な食草になっているが，ハマセリにも多くの幼虫が発見されるという。

7．アゲハ　　かなり普通

8．クロアゲハ　　尾岳壇上付近には多かったが，林円に金融があるのか，山頂に集まってきた

のか不明。

9．ナガサキアゲハ　　人家周辺lこのみ見られ7こ。

10．モンヰアゲハ　　林軋　林緑にのみ見られ7こ。

11．カラスアゲハ　　尾岳頂上の林蘭に飛来した1谷（碑破）を松田が採集し7ニのみ。これは

1970任7月26日手打rl容）で記録されてい7こので，2頭目の谷にな

る。この個体をみ1こかぎりでは，出水市紫尾山産のものと区別できないよう

である。

12．ヰチョウ　　各地に多かっ7二が，食草の確認はできなかっ7こ。

13．ツマグロキチョウ　　カワラケツメイの群落付近にのみ見出された。

14．モンヰチョウ　　自衛隊基地の売店の子供の採粟品rデータ不明）にあった。

15．モンシロチョウ　　あまり多くはなかっすご。
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21．ムうサキシジミ　　膏瀬上のクヌギを丁こ丁こいfこら，とびだした。

22．ベニシジミ　　低地でも，標高400m付近でもえられた。スイバ？ギシギシ？が多い。

23．ウラナミシジミ　　部落付近の畑などで発見きれたが，あまり多くなかった。

24．ヤマトシジミ　　普通種

25．ルリシジミ　　尾岳山頂付近でのみ発見された。なお，近縁極のヤクシマルリシジミは未発

見である。

26．アサギマダラ　　尾岳などやや高地の林間に見られる。春・秋には低地にあらわれるかもし

れない。

27．テンダチョウ　　飯島新記録　別稿にくわしくのべる。

28．ツマグロヒョウモン　　低地に普遍的に分布するらしい。

29．コミスジ　　低地にみられた。食草のひとつと思われるクズが多かった。

30．アカタテハ　　九州本島と同じく，盛夏のためかあまり多くはなかった。

31．リュウキユウムラサキ　　瀬々野浦で中村隆二君により18がえられたのみ。

32．ゴマダラチョウ　　低地に少数の記録がある。クワノバエノキを食べているかどうか興味深

い0

33．ヒメウうナミジャノメ　　林縁にかなり見られ7こ。海岸近くにはあまりいなかっ7こ。

34．ヒメジャノメ　　低地から尾岳基地付近までみられた。

35．コジャノメ　　尾岳の林円，林様にのみみられた。九州本品と同じく，打棒とは混生しない。

36．ウスイロコノマチョウ　　部落付近で少数が探果されたが，同属のクロコノマチョウが未発

見なのが気になる凸種子島・屋久島には両極とも発見され，ウスイロコノマ

チョウの方は，越冬土着できるかどうカ幽）っていない。下威良には何とな

く土着していそうな感じがするので，今後，冬一春の越冬成虫の調査元嘲待

される。青砥で採集した1半は持ちかえってメイシバに産卵させ，9月1日

－6日に7頭の成虫を羽化させ7こ。
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A：1935匂三8月12～17日，申甑・長浜　＝……………………・J野村，19361

B：1965征8月　　　　　．江石 r僑元，1967）

C：1965伍10月7～13日，江石・由飯・長浜・内之河円・手打…‥・r上官・中風1966）

D：1966年8月17～24日，手打・片野浦 r田巾，1967）

E：1970毎7月23日～8月3日，手打・青海・長浜・淑々野捕………f岡本ほか，19711

F：1971伍7月28日－8月1日，われわれの調査記録

種　　　　　　 名 A B C D E F 柾　　　　　 名 A B C D E

1 ． ア オバ セ セ リ

○

○

○

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

2 6 ．　 ヤ マ トシ ジ ミ 〇　 〇 〇 〇

こヽ

△

〇

〇

〇

の

2． ヰ マ ダ ラ セ セ リ 2 7 ．　 ル リ シ ジ ミ ○　 ○

3 ． チ ャバ ネ セ セ リ 0 0 0 2 8 ．　 ツ バ メ シ ジ ミ 0 0

4 ．　 イ チ モ ン ジ セセ リ

5 ． ホ ソ バ セ セ リ

〇　 〇 〇

〇

2 9 ．　 タ イ ワ ン ツ バ メ シ ジ ミ ○

3　0 ．　 ウ ラギ ン シ ジ ミ 〇 〇 〇

6 ． ク ロ セ セ リ 〇　 〇 〇 〇

A

3 1 ．　 ア サ ギ マ ダ ラ 0　 0　 0

7 ． オ ヰ ナ ワ ビ ロ ウ ドセ セ リ ？ 3 2．　 ウ ス コ モ ン ア サ ギ マ ダ ラ ㊥

8 ．　 ジ ャ コ ウ ア ゲ ハ O ○　　 ○ 3 3 ． ス ジ グ ロ カ バ マ ダ ラ ㊨

9 ． ア オ ス ジ アゲ ハ

1 0 ． キ ア ゲ ハ

0 0 0 0 0

0 0 0

3 4 ． カバ マ ダ ラ ？ ？

3 5 ． テ ン グ チ ョ ウ

1 1．　 アゲ ハ 0 0 0　 0 3 6 ． ツ マ グ ロ ヒ ョ ウ モ ン 0 0 0 0 0

1 2． ク ロ アゲ ハ 0　　　　 0 3 7．　 コ ミス ジ　　　　　　　　　　 つ 0 0 0 0

1 3 ． ナ ガ サ キ アゲ ハ ○ ○　 ○ ○ 3 8 ．　 ヒ メ ア カ タ テ ハ　　　　　　　　 ○

1 4 ． モ ン ヰ ア ゲ ハ O 〇 〇 〇 〇

〇

3 9 ．　 ア カ タ テ ハ 0 0 0　 0

1 5 ． カ ラ ス ア ゲ ハ 4 0 ． ア オ タ テ ハ モ ドキ　　　　　 碗

4 1 ．　 タ テ ハ モ ドヰ　　　　　　　　 句 の1 6 ． ヰ チ ョ ウ 0 0 0 0 0

0

0　 0

0 0 0 0

1 7 ． ツ マ グ ロ ヰ チ ョ ウ 4 2 ． メ ス ア カ ム ラサ ヰ　　　　 ⑯ 蝉

1 8 ． モ ン ヰ チ ョ ウ 4 3 ． リ ュ ウ キ ュ ウ ム ラ サ ヰ　　　 ⑳

1 9 ． ギ ン モ ン ウ ス ヰ チ 調 ウ 4 4 ． ヤ エ ヤ マ ム うサ ヰ ？ 庭

2 0 ． モ ン シ ロ チ ョ ウ 4 5 ． ゴ マ ダ ラ チ ョ ウ　　　　　　 0 0　 0 0

4 6 ． ヒ メ ウ ラ ナ ミ ジ ャ ノ メ　　 0　 0 0 02 1．　 ム う サ キ シ ジ ミ ○ ○ ○

2 2． ム ラ サ キ ツ バ メ C ） 4　7 ．　 ウ ラナ ミ　ジ ャ ノ メ　　　　　　　　 ○

2 3 ． ベ ニ シ ジ ミ 0 0 0 0 4 8 ．　 ヒ メ ジ ャ ノ メ ○ ○ C

2 4 ．　 ウ ラナ ミシ ジ ミ 0 0 0 0 0 4 9 ．　 コ ジ ャ ノ メ　　　　　　　　　 ○　 ○

2 5 ． ア マ ミ ウ ラ ナ ミシ ン ミ　 蔚 j 5 0 ・ ウ ス イ ロ コ ノ マ チ ョウ　　 の 町 の の

○：土着種r△はその目撃記録）㊥：迷煤r庭はその目撃記録）の：土着か非土着か不明

染　白水（19651による。
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飯島の粟類lこ脱する文献【伍代順）

1．Leech．J．H．（1887）On the　Lepidoptera of Japan and Corea，

partl，Proc．Zool．Soc．Lond．，P．398－431

2．Leech，J．H．（1892－94）Butterflies from China，Japan and

Corea Textl，P．2　tLondon）

3．野村健一【1936）　甑島昆虫採集記　　昆虫界4　√28）：405－417

4．梅野　明（1937）　九州の喋類　　梅野昆虫研究所報告r4）

5．江崎悌三（1953）　外国人ばよる九州の昆虫採集　　斯昆虫6r3）：2－7

6．大塚勲r1960）　タイワンツバメシジミ下厳島に産す　熊本昆虫同好会報6r2）：9

7．白水隆r1965）原色図鑑日本の蝶　P．123，（北隆館・東京）

8．上官健吉・巾田一章r1966）　飯島の媒　　SATSUMAl5rl）：20－25

9．倍元紘酎（1967）上甑岳江石（飯島1で採集された蝶　　SATSUMAl5（2）：

53－56

10．田由　洋（1967）飯島の煤相の概観　　SATSUMA16（1）：7－10

11．岡本孝文・森永光直・田巾正耕・松元浩一ほか4名r1971）飯島遠征報告

生物研究会誌（福岡大学生物研究会）rl）：5－9
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下館島で採集されたテングチョウの記録から

顧問　　福　田　晴　夫

テングチョウ－英名をSnOut－butterfly（鼻の煤）という。下唇に生えているひげが

長くて天狗の鼻のようだ。系統上古いものといわれ，わが国に産するテングチョウ科の代表柾であ

る。このテングチョウが，1971年7月28日から8月1日にかけて行なわれた出水高校生物部

の下厳島採集会で，3往生の巾村修二君によって採集された。わずか♀3頭ではあるが，このよう

ないわば小さな記録が，生物学的にどのような意味を持っており，標本がいかに大切なものである

かなどといった問題を，ちェうどいい機会だから本誌を借りてのべてみたい。これによって，複雑

な自然のしくみと，それを解明しようとする自然科学のひとつのかちくりを少しでも考えてもらえ

たら幸である。

1　下甑鳥での採集・調査記録

鹿児島県薩摩郡下甑村における記録（1971在）は次のようなものである。

a．長浜の航空自衛隊基地付近（標高約4507花）

7月29日（1♀，新鮮）‥＝‥セリ租の白い花で吸蜜巾の個体を由村修二君発見，福即古夫採集。

b．青瀬～瀬々野浦の峠付近（標高約360m）

7月30日（1♀，新鮮）……ムクゲの花にきγこのを巾村修二君採集。

C．瀬々野浦部落（海岸の近く）

7月31日（1♀，古ぼけている）……クワノバエノキに飛んできたところを正村隆二君採集。

この日はその後，家のまわりに植えてある（残っている？）クワノバエノキをさがし，家の軒

先に肋のぬけがら4個が付着しているのを見つけた。うち3個は割合新しく，1個は少し古かっ

た。

2　分布上の問題点

テングチョウの世界的な分布はPig．1．に示す通りで，8亜蹄に分けられている。日本では．北

海道西南部から本州・四国・九州・対馬・節子民・屋久島；奄葵大島・（喜界島）・沖組本島；石

垣島・西表島に3亜種が生息する（圭’ig．2）。このような分布様式にも多くの間越があるが，も

っと細かく，鹿児島県下の分布状況を検討してみよう。

Fig．3で明かなように，九州本島の鹿児島県下で記録が多いのは，豪畠山と北薩一柳こ限られ．

薩摩・大隅両半島ではきわめて少なく，むしろ産しないところが多い。ところが，不思議なことに，

種子島では記録が多く，屋久島ではやや少ないながら，低地で得られている。奄葵大島では別亜種

を普通に産する。このような，いわば北方系か南方系かさっぱりわからぬような奇妙な分布現象の

原因は何だろうか。
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Fig．1．テンダチョウの分布概念図（白水，1960より）

3　周年経過上の問題点

従来，本州や九州などの亜種では，成虫で越冬し，春にエノキに産卵，

新しい成虫が6月に出現，しばらく活動し7このち大部分は夏眠に入り，

そのまま秋を過ごして冬を迎えるという年1化の経過であるとされ　　　　　′

ていだ。ところが，昨年，長野県下で句三2回の発生，すなわち，

笠1化成虫が7月中旬～8月上旬にエノキの新芽に産卵し，第

2化成虫が8月上旬～下旬に出現して越冬に入るという全く

予胡されなかった事実が報告された（青沼，1971）。

もっとも，奄葵大島の亜種では第1化が4～5月に発生，

6～8月は夏眠して，9～10月に産卵，それからの

第2化が10月下旬に羽化して越冬するという経過

がすでに知られている（久保，1958）。

いずれにせよ，このようなわけで，テンダチ

ョウの周年経過は各地で再調査しなければ　　　　　．′
′

ならなくなった。　　　　　　　　　　　　　　　　′′
1
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Fig．2．南西諸島におけるテン

グチョウ3亜種の分布



4　食樹上の問題点

現在までの知見では，日本のテンダチョウはこレ科のエノキ属Celtisを幼虫の食物（食樹）

としているが，エノキ属には5繹あって次のような分布をしている。○印はテンダチョウの食樹と

して確認されていることを示す。

北海道・本州・九州・屋久島・奇葵大畠・沖親本島・宮古島・八重山
、1

エゾェノヰ

エノキ

コバノチョウセンエノヰ（近畿以西）「－－t≡ト」

クワノバエノキ

サヰシマエノキ

．「熊本県植物誌」（1969）によると，熊本県下に最も普通なものはエノキ，次にエゾェノヰ

（落葉林内，やや普通．各地）で，コバノチョウセンエノキは，同書にテングチョウの食禍と記さ

れているが，エノキより標高の高いところに生えるという。クワノバエノキは天草の牛深市で記録

されているにすぎない（後述）。

鹿児島県下におけるテンダチョウの食樹はクワノバエノキ（屋久島・奄篭大島で確認），エノキ

（鹿屋市・出水市などで推定）が知られるのみで，明かに調査不足であるといえよう。

5　紙島のテングチョウは語る

飯島の煤相は，九州本島のそれとほとんど変らない，いや，全く変らないだろうとL－うのが，出

発前の私の予想であった。事実，ここで記録されている蝶はみな九州本島にもいるのだから，現在，

少しばかりの海でへだてられていても，しょせん，九州本島の出店みたいなところだろう。この考

えは決して閲ちがってはいないのだが，テングチョウを手にとって見1二時から，これは少し九州本

島とは異質なものを含んでいるのではないかという気がしだした。やや極瑞にいえば，ここはまる

で極子島と同じではないか．／　すなわち，このテンゲチョウは，紫尾山や出水地方のものとはちが

って，むしろ，屋久島・種子島のものに近いのではないかという仮説をだててみたのである。これ

は，形態や食胤　周年経過などをさらにくわしく調べないといえなし、ことだが，その前に，屋久島・

種子島には産するのに，近くの九州本島では発見されず，はるか西北の塩島に生息するといった変

な分布を示す生物が．ひょっとし7こらまだはかにもいるのではなかろうかと考えて，いろいろ調べ

てみたロ

九州四まわりの生物群……こういった問題を考えようとする時に．成島の生物相の調査がまだきわ

めて不十分であるのは残念だが，幸い，テントウムシについて福井大学の佐々治博士が九大探検研

究会員の採集品（1960匂三8月）24極を報告されており，その蹄に次の2櫛が含まれる。

ヤホシテントウ……屋久島・トカラ群島・奇葵大島・西表島・台湾・支那・フィリピンなどに分

布。“九州本島からは全く発見されず，飯島から採集され7こ点は興味深い。なお，対馬に産するこ

とを確認しているが，これについては稿を改めて報告したい。”とある。
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チャイロテントウ‥‥‥“屋久島以南では極めて普通のようであるが，九州本島からは佐多岬で一

度記録されたのみで（江崎他，1953），其の後多くの採集者が調査するにもかかわらず採集さ

れていないので，偶産的なものか，極めて稀なものであろう。”飯島で1頭採集きれている。

さらにもうひとつ，テングチョウの食旭でもあるクワノバエノキの分布は，すでに1956埠，

虎児品大学の初見・新両博士によって“九州酉まわり型”の分布をする植物群の1蹄としこリスト

アップされている。これは暖流の影響のほかに，特殊な上層気流があり，それに乗って移動する渡

り鳥によって種子が運搬されるからであろうと推定されている。

クワノバエノキ（リュウキュウエノキ）の分布は，テンダチョウの問題に重要なかかわりあいを

もつので，念のため「日本植物誌」「琉球植物誌」「熊本県植物誌」（「鹿児島県植物誌」がない

のがいかにも残念だが）をひもとき，さらに初島博士に直接卸教示をお願いし7こ結果，次のような

お便りをいただいた。

“屋久鼠　黒鼠　種子島以南では極めて普通ですが，辟児島県本土では大根占の港付近で1本見

7こだけです。飯島では普通で，天草の下須品にもあります。更に北の方は五島列島　対馬にあり，

福岡県の仲之鼠　オロ島，鐘ケ崎海岸Irあり，更に山口県の長門の海岸にもあったように記憶しま

す。要するに，九州の西海岸だけに分布しています。普通のエノヰの南限は屋久島と思います”

（Fig．3参照）

さて，話をテングチ。クにもどそう。九州本島産とも奄葵大畠産ともちがった“屋久島・種子島

→飯島型”のテングチョウがはたしているのか？

食樹……飯島のテングチョウはクワノハエノヰを食べている一群である。この点では，九州本島産

とは明らかに異なり，屋久島・奄竜大島産と同じである。おそらく，種子島でもクワノバエノキが

食旭であろう。もっとも，これらの島にはクワノバエノキが多いから，これを食べているに過ぎな

いのかもしれない。食倒のちがいによる生育状況の変化の有無や選好性などをさらに調べる必要が

あろう。

周年経過…‥儲島のテングチョウは葎iこ2回発生している可能性が大きい。これは3頭の♀のうち

2頭（a，b）は新しく．1頭（C）が古いと考えたからであり，さらに，新しい♀は吸蜜をして

い7このに，古い♀は夏眠iこ近い状態であったとみなしたからである。蛸のぬけがらの古いものと新

しいものも同様にみなされる。しかし．わずか3♀では，同時朗に発生した場合でも，この程度の

汚損度の差はありうるし，桶のからも，古い方は1句三前のものかもしれないわけである。いずれ，

今後の調査で明かになろうが，少し問題点を整理しておきたい。

TablelのAはこれまで知られていT＝年1化の経過　B・Cはその後に確認された年2化の経

過を示すが，いずれの地方でもまだ不明の点が多い。飯島での経過は，もし，古い♀（C）が1化

の個体で，新しい2♀♀は2化と考えれば表のようiこなるだろう。しかし，比較すべき九州本島で

の経過が不朋のため今のところ何ともいえない。

今後の問題は，発生回数が1化か2化か，両者の混合かという点と，休眠性（夏眠・冬眠）の強

鋸という2つの面があろう。
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Tablel．テンダチョウの成虫の出現靭（陽一休眠斯，［コ活動胡　不明の点が多い）

分布・‥‥・テングチョウは霧島山一帯や北薩などでは必ずしもまれではないが，薩摩・大隅両半品の

低地には産しないところが多く，発見されてもきわめて個体数が少ない。ところが，種子島には多

いといったことから，屋久島・種子島一紙島産は，たとえば暑さに担いなどといったような，来歴

のちがう別な系統ではないかという疑いがも†これるわけである。念のために，長崎昆虫同好会の江

島正郎氏に長崎県下の状況を聞合せたところ，九州本島では国見山・多良岳・雲仙のような山地に

少数の採集例があり，低地では発見されないということであっ7こ。ただし，古い記録が“長崎”に

あり，対馬にはかなり普通に産するという。この対馬の状況は興味深いが，ここはちょっと別な地

域として考えた方がいいので，ふれないことにしよう。熊本県天草西海岸の調査も必要であろう。

形態（斑紋）……白水博士が奄葵大島産の個体を，九州産とは異なるものとして，別な亜挿され7こ

根きょは，簡蝉にいえば，杏葵産の方がより大形で，橙色斑の色調がやや明るく，かつ，橙色斑が

よく発達するということであっ7こ（白水1956）。その後，前羽や後羽の形にも差があるとい

う指摘もなされた（秋風1962）。まアこ，白水博士は屋久昆産の181♀を検討され，九州本

島産と同じ亜種に属するとのべられ7こ。

さて．飯島の標本はどうだろうか。残念ながら♀だけなので十分な検討がで離し－が，雪白でわ

かる通り，奄茸産との区別はきわめて国難である。九州以北の亜種でも♀の橙色斑がよく発達する

傾向にあることは白水博士（1965）もちゃんと記述されているので，省の比較調査とともに，

多奴の標本による研究が必要になる。屋久島・種子島～甑島の個体が，どちらの碑種に属するか，

あるいは全く由問的な存在（別亜種）になるか，結局，九州産から種子島・屋久島をへて布葵大畠

産まで並べると連続的な変異（Cline）を示すのか，大変重要な聞出になってくる。
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A．テンダチョウ♀

1．下飯島青梅一瀬々野浦

1971年7月30日採集

2．下飯島長浜，自衛隊基地付近

1971年7月29日採集

3．下甑島瀬々野浦

1971年7月31日採集

4．奇等大畠産

1969毎12月8日出水市で羽化

B．同　上（表面）

C．クワノバエノキ

下甑島瀬々野浦。この家の軒先で

テングチョウの灼殻が発見された。



◇∴誰＼＼
、・・・．＿エノキ南恨轟．

ヽ

－

、

Fig．3．テングチョウ（⑳郎）と食樹の分布

6　まとめにかえて

飯島の生物の串に，九州本島とは異質なメンバーが含まれるとしたら，何かそれなりの原因がな

ければならない。その原因の追求も大変おもしろいが，私はまだその前の段軋　すなわち，ほんと

lこ九州本品とちがった生物群がいるのか，そして，テングチョウはそのメンバーの一員であるのか

という問題の解決をしなければならない。

これまでのべてきたような仮説やそれを裏づけるデータは，いかにも“屋久島・種子島～飯島型”

の分布をするテングチョウがいるかのように見えるかもしれないが，まだ，この仮説は簡単にくず

れ去るもろさをいくつも持っている。しかし，それはそれでいいのだ。それだからこそ，私自身は
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ちょっとした楽しみと期待を持って，さらに調査を続ける気になっているのだから。

最後に，範島のテンダチョウを発見した巾村修二君のお手柄をたたえ，奄雲大島のテンダチョウ

をお送りい7二だいた虫友の久保邦照氏にお礼申し上げ7こい。また，長崎県下のテングチョウについ

て御教示を′こまわった江島正郎氏，クワノバエノキの分布を御教示下さった初島住彦博士に深謝の

意を表する。

参　考　文　献

秋葉　尚（1962）テングチョウ　INSECT MAGAZ工NE（55）：25－26

勘沼貞雄（1971）テングチョウの第2化発生について　New hltOmOl．20（213）：

27－32

久保邦照（1958）奄美大島の媒類数種について　SATSUMA　7（3）：14－18

白水　隆（1956）奄葦大島産テンダチョウの一新亜種　Sieboldia l（4）：427－430

田由洋・田由葺・南野禍（1964）1963任4月・屋久島の煤類採集報告　LEBEN（6）：

26－45

餌島のセミについて

1伍　　児　玉　一　臣

1968年．田由洋氏の採集品8種を1968年，福田先生が記録されたが，1971年，下甑

島のわれわれの採集でも次のことがわかっ7こ。

1）ニイニイゼミ

青植Iu．30　　1お．1♀：山下敏郎

このほか，29日青砥一一尾岳蘭でも多少鳴き声を確認しrこ。

2）クマゼミ

滴々之浦　Ⅶ．31　18：山下敏郎

このほか．31日音源，29日尾岳付近でも，多少鳴き声を確認し7こ。

3）アブうゼミ

Ⅷ．31　苗減から，減々野浦への途由で，苗減の峠付近で多少の鳴声を確認した。

4）ミンミンセミ

相．29　尾岳に登る途中，自衛隊基地付近で多少の鳴き声を確認した。

Ⅷ．31　音減から瀬々野浦への途由，音源の峠付近でも多少の鳴き声を確認した。

5）ヒメハルゼミ

Ⅷ．29　尾岳付近で鳴き声を確認した。これは下甑島では，新記録である。

6）ツクツクボウシ

Ⅷ．29　尾岳への途由
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餌島で採集したトンボ類

1年　　児　玉　一　臣

1971年7月28日から8月1日に，鹿児島県匪摩郡下甑村に私も生物部の一日として，採集

会に参加した。その中で，トンボについて充分ではないが次のことがわかった。甑島のトンボの採

集については，何の記録もないので，新記鋭　又は末記録集かは，はっきりわからなかった。

1）ウスバヰトンボ

苫瀬　Ⅶ．28

尾岳　Ⅶ．29

2）シオカラトンボ

百瀬　Ⅶ．28

苗瀬　Ⅷ．30

尾岳IrI．29

1♀：由村仲一郎

18：日野雅光

18：橋口栄一

1♀：福田晴夫

1♀：橋口栄一

濾々野哺Iu．31　18：由村伸一郎

3）ヰイトトンボ

青砥　Ⅷ．30　　2♀，2谷：由村修二

音源　Ⅶ．30　　18：福田晴夫

滴々野浦　Ⅶ．31　1谷：橋口栄一

4）トゲオトンボ

責沌　Ⅶ．30　　18：巾村伸一郎

九州産で時々谷の超端部が極めて淡く褐色，また縁紋が赤褐色である個体があり，ここでと

れたトゲオトンボは，屋久島産の個体とは異なり，九州本土産に近いことがわかっrこ。

5）マユタテアカネ

瀬々野捕　Ⅷ．31　　23：橋口栄一

18：巾村隆二

1省：巾村伸一郎

Ⅶ．30　18，1♀：福田情夫

6）オオシオカラトンボ

古瀬　Ⅷ．30　　1谷：福田晴夫
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下館　島　の　カ　メ　ム　シ

1年　　常　　　秀　樹

1971年，7月28日から8月1日まで，鹿児島県薩摩郡下飯村に生物部の1日として採集会

に参加した。そこでわれわれの探集したものを記録しておく。

1）ツチカメムシ

古瀬　　Ⅶ．1　1頭　トラップによる

2）アカギカメムシ

尾岳　　W．28　1頭　常秀樹

体長19－26叩。音色甘いし橙紅色の地に淡色部で囲まれた黒紋があるが斑紋には変化があ

る。　分布：種子島・奄葵大島・琉球；台湾・支那・東洋熱帯。以前佐多岬でもアカメガシワに

群がる水種が採集され本土唯一の産地となった。しかしこの種が厳島で採集きれたので北限は飯

島となった。

3）フタテンカメムシ

屋岳　　Ⅶ．28　1頭　常秀樹

4）ホシハラビロカメムシ

声涙　　Ⅷ．30　2頭　誘蛾灯（染誘蛾灯は持参した青色蛍光燈を利用しγこ。）

5）ホソハリカメムシ

瀬々野浦　Ⅷ．31　2頭　常秀樹

6）クモへリカメムシ

古瀬　　Ⅶ．28　1頭　誘蛾燈

蓄減　　Ⅶ．29　1頭　誘蛾燈

7）ジュウジナガカメムシ

古瀬　　Ⅶ．3（J l頭　福田晴夫

濾々野痛　切．31　3豆自　福田晴夫

8）オオモンシロナガカメムシ

百瀬　　Ⅶ．1　　5頭　トラップ

9）ヒメホシカメムシ

薬　トラップは黒砂糖としょうちゅうをまぜ合わせ

たものをジュースの空缶に入れて地面に浅くうめ

百瀬　Iu．29　11亘白　誘蛾燈　　　た。

また他に幾らか採集し7二が．以上9座敷しか名前は確認できなかった。まだ12種類の名前がわ

かっていないが次の機会に載せることにする。

参考文献：北隆館原色昆虫大図鑑・鹿児島の自然1964
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下館島で採集した甲虫類

1年　　中　川　耕　人

01971鉦7月28日～8月1日に，鹿児島県薩摩郡下甑島で出水高校生物部は，昆虫及び植物

の採集を行なった。その巾で，甲虫類の採集結果は，次のようになった。

0主な採集法は．次の3通りであった。

1．糖蜜のトラップ‥・糖蜜（黒砂糖と焼酎）をアキカンに入れ，看板部落の神社の境内に数ヶ所

埋め7こ。下の麦では，トラップとした。主にゴミムシ類がとれた。

2．誘蛾燈‥・夜間，青海公民館に，青色蜜光燈を仕掛けて採集した。

3．道を歩きながらの，ネットによる採集。

0同定は，「原色昆虫大図鑑皿」（北隆館）による。

〔オサムシ料〕

ヒメオサムシ　源々野浦J30日1頭恕田）（31日1頭福田）（31日1頭制li）

尾岳（29日13頭）…尾岳では林内の落葉上を歩行由のものが多かっ7こ。飯島の

個体はまだ調査されていないということだったので，このほか10頭ぐらいを

東京の国立科学博物館に送付した。紫尾山で採焦されるものと大差ないように

思われる亡

マイマイカブリ　青海（29日2頭誘蛾燈）（30日1頭由村仲）

〔ゴミムシ科〕

オオクビボソゴミムシ　茜砺（1日1頭トラップ）

ムナビロアトボシアオゴミムシ　音搬（29日2頭誘蛾燈）（1日1頭トラップ）

フタホシスジバネゴミムシ　青漱（30日1頭トラップ）（1日2頭トラップ）

はか7頭

〔ホソクビゴミムシ科〕

ミイデうゴミムシ　青濾（30日2頚トラップ）（1日1頭トラップ）

〔ガムシ科〕

ガムシ　青瀬（28日1頭誘蛾燈）（29日1頭誘蛾燈）

〔シテムシ科〕

クロシテムシ　尾岳（29日1頭死体．福田）…自衛隊基地の電燈に飛来したものらしい。

〔バネカクシ料〕

アオバァリガタバネカクシ　青海（28日1頭誘蛾燈）

〔クワガタムシ料〕

ノコギリクワガタ　古瀬（30日1谷誘蛾燈）
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ネブトクワガタ　章強く31日1頭常）

〔コガネムシ紆月

カブトムシ　青瀬（30日1谷2♀中村惨）・‥クヌギの樹液にきていた。

コフキコガネ　音源（29日2頭誘蛾燈）

ドゥガネブイブイ　章濾（28日4頭誘蛾燈）（29日3頭誘蛾燈）

アオドゥガネ　百瀬（28日5頭誘蛾燈）

ヒメコガネ　香瀬（28日8頭誘蛾燈）（29日2頭誘蛾燈）（30日1頭誘蛾燈）

オオスジコガネ　百瀬（29日2頭誘蛾燈）

チビサクラコガネ　尾岳（29日2頭福田）

カナブン　音源（30日2頭由村鯵）（30日9頭福田）（30日2頭誘蛾燈）

アオカナブン　青海（30日1頭福田）

シロテンハナムグリ　音源（31日18巾村伸）

ヒメビロウドコガネ　吉瀬（28日ユ頚誘蛾燈）（29日1頭誘爆燈）

〔タマムシ租〕

タマムシ　濾々野浦（31日1頭福田）（31日1頭中川）

〔コメッキムシ科〕

6頗（種不明）

〔ナガシンクイムシ科〕

オオナガシンクイ　音源（28日1頭誘蛾燈）（29日2薗誘蛾燈）

〔テントウムシ科〕

ヒメカメノコテントウ　古瀬（28日1頭誘蛾燈）（29日1頭誘蛾燈）

ナナホシテントウ　高瀬（29日1画常）

〔ゴミムシグマシ科〕

キマワリ　高瀬（29日1疎常）

〔カミキリモドヰ科〕

ヅグロカミキリモドヰ　古瀬（28日2画誘蛾燈）（29日17頭誘蛾燈）

ハイイロカミキリモドヰ　音減（28日1頭誘蛾燈）

〔カミキリムシ科〕

ウスバカミキリ　一言瀬（30日1頭福田）

ホソカミキリ　苗礪（30日1頭福田）

アオスジカミキリ　高瀬（28日1画誘蛾燈）（29日4頭誘蛾燈）

ミヤマカミキリ　苗瀬（28日1頭誘蛾燈）

アメイロカミキリ　苗瀬（29日1♀誘蛾燈）

ウスグロトラカミキリ　岩瀬（31日1頭常）

マダラヒゲナガカミキリ　帯紙（29日1頭誘吸燈）

センノカミキリ　青磁（30日1谷福田）（30日1♀誘蛾燈）

－28　－



クワカミキリ　こ古瀬（30E】1頭巾村惨）

ムナクポカミキリ　青海（29日2頭誘蛾燈）　　〔ゾウムシ科〕

はか1頭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1頭

〔ハムシ科〕

クロウリハムシ　背漱（28日1頭巾村仲）（31日1頭常）

下館島で採集し　た植物

3年　中村修二　　2匂三　本田親市郎

1年　古市万紀子　1年　山口真由美

筒　美佐子　　　　肱黒さだみ

1971任7月28日～8月1日　生物部のメンバーとして，参加した。

ここでの5日間の生活は楽しくて，我々にとって，大変意義のあるものとなっrこ。

飯島の植物は南方系と北方系のものが入りまじり，一部満鮮系のものもみられる。南方系のもの

としてへゴ，リュウビンタイ，ヤクシマシ。スランなど．北二万系のものとしてホタル一、’クロ．アオ

バスゲ，ハマカンゾウなどがある。この島の植物は初島住彦博士によると850極である。これま

での報文は

土井葵夫：飯島〔の植物〕薩摩植物誌11：91－92（1931）

宇野宗雄：吉井宅男：飯島の概観と植物目録研隊146：39－51（1934）

前川文夫：ヤクシマネッタイランの分布その他植研11ニ863（1935）

（塩島枇榔忌産，追報12：143（1936）〔野間岳壱岐畠産追記第三12：

528（1936）土佐天狗山国有林産〕

土井葵夫．新敏夫：飯島列島の植物地理学的研究（予報）広島文理大高師博物学会誌9：36－

42（1941）

川辺泰右：飯島植物目録盛大農学部林学科卒業論文1－64（1959）

主な採集地

（lJ　青瀬・観音滝付近（7月28日，7月30日）

（2）尾岳（7月29日）

（3）瀬々野浦（7月31日）

採集品はその日のうちにおし葉にして，鹿児島大学の初島住彦先生に同定していただいた。その

際はどうもありがとうございまLrこ。
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〔青　瀬〕

（ゆり科）

サツマサンヰライ

（らん科）

エビネ

（どくだみ科）

ドゥダミ

〔観音滝〕

（まき科）

イヌマヰ

（いね科）

リュウキュウユクラン

（かやつりぐさ科）

コゴメスケ

（さといも科）

ムサシアブミ

（ゆり料）

サツマサンヰライ

ヤブラン

（しょうが科）

アオノクマタケラン

（らん科）

ヤクシマシュスラン

（どくだみ科）

ドゥダミ

（せんりょう租）

センリ　ョウ

〔尾　岳〕

（いね科）

チヂミグサ

（さといも科）

マムシグサ

ナンゴクウラシマソウ

（しょうが科）

アオノクマタケラン

（いらくき料）

ヰミズ

（たで科）

ギシギシ

（まめ料）

ハマナクマメ

ヌスビトハギ

（いらくさ租）

ヰミズ

ハドノキ

（きんぼうげ科）

ボタンズル

（ゆきのした料）

コンテリギ

（ばら料）

ダイコンソウ

（まめ科）

ハマナクマメ

（つばき科）

ハマヒサカキ

（きぶし料）

ナンバンキブシ

（せり科）

ボタンボウフウ

（やぶこうじ科）

ツルコウジ

ハナミ　ョウガ

（らん料）

ガンセキラン

（せんりょう科）

イズセンリョウ

センリョウ

（さくらそう科）

ツルナ

（ひるがお科）

ハマヒルガオ

（くまつづら料）

アマクサギ

（さくらそう料）

モロコシソウ

（はいのき科）

ハイノキ

（ががいも科）

ツルモウリンカ

トキワカモメズル

（くまつづら料）

オオムラサキシヰブ

ハマゴウ

（しそ斜）

ツルニガクサ

（あかね租）

ツラクマカズラ

（うり科）

ホタルブクロ

ツルニンジン

（きく科）

ヨメナ

（やなぎ科）

ヤマヤナギ

（ぶな科）

アカガシ

イタ　ジイ

（くわ料）

ヤマグワ
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（しそ科）

クルマバナ

アキノタムラソウ

（すいかずら料）

スイカズう

（きく料）

ホソバワダン

サツマノギク

（ひかげのかずら科）

ミズスギ

（しのぶ科）

タマシダ

（りゅうびんたい料）

リュウビンタイ

（うらぼし科）

オオイワヒトデ

ヤリ　ノホクリハラン

（ぜんまい料）

シロヤマゼンマイ

（おしだ科）

へラシダ

ミゾシダ

バツカシダ

コバノカナワラビ

コクモウクジャク

イヌビワ

（やどりぎ料）

ヒノキパヤドリギ

（うまのすずくさ料）

キンチャクアオイ

（たゼ斜）

ミズヒヰ



ミズヒヰグサ

（きんばうげ科）

ボタンヅル

（くすのき科）

イヌガシ

シロダモ

ホソバタブ

タブノヰ

い少きのし1こ料）

コンテリギ

（ばら科）

ダイコンソウ

バクチノキ

（みかん科）

ミヤマシキミ

〔瀬々野浦〕

（いね科）

カモノハシ

（ゆり租）

ハマカンゾウ

（なでしこ科）

ヒメハマナデシコ

（っばき科）

サザンカ

（きぶし科つ

ナンバンヰブシ

（うこぎ科）

トチバニンジン

（せり科）

イヌトウキ

（みずき料）

アオキ

（やぶこうじ科）

タイ　ミンタチバナ

（えごのき科）

エゴノキ

（すみれ科）

コタチッボスミ　レ

（せり科）

ボタンボウフウ

（さくらそう科）

ハマポッ　ス

（きょうちくとう科）

テイカカズラ

（くまつづら料）

オオムラサキシヰブ

ハマクサギ

ヤマクサギ

（しそ料）

アキノタムラソウ

（あかね料）

シラタマカズラ

ソナレムグラ

（すいかずら科）

バクサンボク

（きく料）

ヌマダイコン

（しそ租）

アキノタムラソウ

（あかね科）

ソナレムグラ

（きく料）

ハマベノギク
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オイ　ランアザミ

こシノヤマタミ　ンガサ

ツワブヰ

（うらはし科）

ヒメノヰシノブ

ヌカボシクリハラン

（いのもとそう科）

ホラシノブ

（いわひば科）

カタ　ヒバ

（LLかずら科）

ハチジョウカグマ

（おしだ科）

ミヤマノコギリシダ

ニセコクモウクジャク

コクモウクジャク

（しのぶ科）

クマシダ

（りゅうぴんrこい租）

リュウビンタイ

（うらはし科）

オオイワ　ヒトデ



4．観音第二滝

（下甑村）

2．大関山頂上

1．大船山より



大　関　山　採　集　報　告

2年　　本　田　親市郎

大田山という場所は，九州山脈の南端であることが注目され　調査らしい調査が行なわれていな

かった。そこで，我々出水高生物部が，のりだした次第である。

午前10時に熊本県芦北郡久末野村に着いた。いかにも山村という感じのひっそりしすこ所で，素

朴で飾り気のない印象を受けた。

登山コースは，途中まで舗装してあり，その後も．車が通れるくらいの比較的よい道だった。頂上

へ向って進みながら，蝶を採り1匹1匹福田先生の説明を聞く。「さすがは．煤の大家」と．一同

感心。

午後0時30分，炭焼小屋で昼食をとる。この時の7こめに来ていた者が，いたみたいだっ7こ。

帰りは，近道を通り，途由の川の周辺で多くの煤，トンボが採れた。

そして，無事久木野の部落へ戻ってきた。

ここで個人的f感想をいわせてもらうと，大関山の自然は破壊されつつあっ7こ。道路延長工事や森

林伐採などがそれである。まことに残念である。自然保護をおおいに叫びたい．／

（親　日〕　1971任4月29日

〔場　所〕　熊本県葦北郡久木野村大関山

〔参加者〕　福田晴夫先生　　3任田由鶴男　　2任橋口栄一　日野雅光　由村仲一郎

松田利彦　山下敏郎　本田親市郎
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ヒメウラナミジャノメ以上19種を確認出来7こ。他にアゲハ類などに2．3見たが不確実なので省

く。
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ワトリ　の解剖

2匂≡5組　　山　下　敏　郎

3任6組　　金　子　英　一

（目　的）

鳥類は飛ぶためにどのようなしくみを持っているかを知る丁こめに．ニワトリを例にして夕憎Bの形

態や解剖による内部観察をし．生命の神秘をきぐる。

（方　法）

1．刃物（くぎ・針）で延髄をさして殺す。

2．湯を体全体にかけて，全部の羽を抜く。

3．解剖机の上に，解剖皿を置き，ニワトリを腹部を上に向けて載せろ。

4．腹部の皮をつまんで，メスで由心線にそって切り開く。つめを使って皮と胴とを，広くけな

すと，胸や腹の筋肉が見えてくる。

5．体の左右に大胸筋がみえる。（実はその下には小胸筋がひかえている。）まず，大胸筋中程

にメスで切り込みを入れ指をつっこんで大胸筋を離す。すると大胸筋はたれてくる。長くなっ

たのだろう。両端はけんでつながっている。

6．そこであらわれた小胸筋を（S）の要領で胴からはがす。

7．大胸筋，小胸筋2つづつの筋肉をつかみ．いろいろ引っぼってみる。すると，小胸筋を引く

とつばさが上がり，大胸筋を引くとつばさが下がる。つまり大胸筋，小胸筋がつばさを動かし

ているのである。

8．大胸軋　小胸筋のけんを切り取りすべてを取り除く。

9．次はつばさを切り落とすオわですが，まず般初関節を脱きゅうさせる。つま。，つばさを背

側に強く曲げるわけです。すると，ボヰッ！とにぷい音がします。これで完了したわけです。

10．脱きゅうしたところで幽節にメスを入れじん帯を切ります。そこで，皮ふを切るわけです。

すると，きれいにつばさを切り取ることができます。

11・さあ．いよいよ内臓を取り出すのです。まずは，3つ皆を切断しなくてはいけません。使用

するのは，みるからに切れそうな大きなハサミ。3つ骨を下から上まで，パテ，パテとぶきみ

な音をrこて，ハサミが進んでゆきます。切り取ったところで．けんこう骨と胴をメスで切り取

り，うかい骨を弾く引くと，胸骨がごっそり取れて，内通が見えるようになります。

12．そういうことで内臓を取り出そうとしたら，どうも白い膜があってじゃまになる。おそらく

腹膜だと思うけど．どうにもしょうがなしも　そこでこの膜を処坪しようということになり，メ

スを使いやっきりなって切り取った。

13．そこで内臓をとり出し始めたわけです。詳しくは次ページをどうぞ。
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eおすの生殖器官
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アオダイ　ショ　ウの解剖

1鍾　　常　　　秀　樹

（材料）　アオダイi／ヨウ（Elaphe elimacophora）

体　　　長　　170Cの　　分布：本州・四回・九州・北海遺

体のまわり　　　　20（：旅

重　　　さ　　　　2毎

（解　剖）

今任の文化祭で蛇の解剖を三匹（ヤマカカシ・アオダイショウ・カうス蛇）行なった。そのうち

の．ハイライトともいえるアオダイショウの解剖の模様を書く。

まず比をビニール袋に入れてクロロホルムで麻酔をかけるが，なかなか，かからないでしきりに

暴れている。クロロホルムの量が少ないのだと思いふやし7こ。麻酔がきいて，動かなくなったとこ

ろで袋から蚊り出し大きなピンで解剖台の上に固定し7こ。　蛇の肛門のところからハサミ

で切り込んで，ウロコのついた皮を頭の方へ切り開いていく。そのつど要所をピンで止めていくが

蛇がしきりに体をよじるので止めていたピンがつぎつぎに扱けてしまってやりにくい。あごのとこ

ろまで切り閲らいた。すると内臓がくっ封）と現われ丁こ。しかし，切り開らいていく途由で血啓を

切っ7こらしくて出血がひどい。血を脱脂綿でふきとりながら，各部をみんなに説明していくがあま

り出血がひどいので円．・戊は．たいへん見にくい。ぼくはもうし7こくなかったので先邦の田由さんに

無掛こたのんで，みんなに説明して掃った。説明が一一応すんだあとに．今虹は，しっぼの部分を

肛門から逆の方へ切り捌いていったら二本の筋が適っていた。これは筋肉と思われ1こ。たぶん体の

両側の筋肉がしっぼの先へきて二本打つながっ1こものと思う。この二木の筋肉の一方を縮めてもう

一方の筋肉を伸ばすと．体がよじれて，この運動をたくみ骨くりかえして．体を交互にくねくねさ

せるのだと思う。

なにしろ蛇の解剖は初めてかもので．記録すべき所をぬかしてしまったかもしれないが，まあま

あ良いできばえだったと思う。これからは，細かい点について詳しく記録していきたい。
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部　員　名　簿

1971年度

3年3組　　巾　村　修　二（喋　　　　類）　阿久根市山下5339

6紐　　田　中　親　男　（解　　　　剖）　出水市武本10277

金　子　英　一（プランクトン）　出水市下鯖淵2486

7組　　前　田　　　豊　（園

2伍5組　　山　下　敏　郎　（蜂

6組　　日　野　雅　光　（蝶

本　田　親市郎　（植

0松　田　利　彦　（蝶

7組　　曲　村　仲一郎　（媒

◎橋　口　栄　一（煤

芸）　出水郡高尾野町砂原

類）　出水市向江町8951

類）　阿久根市大丸鶴見町

物）　出水市武本10483

類）　出水市武本11811

類）　阿久根市本町

類）　阿久根市本町177

1年1組　　常　　　秀　磁　（甲虫・媒類）　出水市政所

山　村　敏　彦　（蝶

3組　　児　玉　一　臣　（島

中　川　耕　人　（印

5組　　古　市　万紀子（植

山　口　貢由茸　（値

6組　　簡　　　葵佐子　（植

7組　　浜　崎　幸　子（植

成　業　さだみ　（植

類）　出水市米ノ津

類）　出水市大川内田原

虫　類）　出水市鹿島

物）　出水瓢野田八幡

物）　出水市米ノ津今釜巾

物）　阿久根市脇本5439の2

物）　阿久根市本町

物）　阿久根市折口2120の1

顧　　問　　木之下三夫先生　　　福田晴夫先生

編　集　後　記

“しびっちょ”も今年でやっと五才‘こなり，風格がでてきた。我ら部員も先輩に負けじと頑張っ

たつもりである。おかげで編集も噸卸こ進み．なんとか終えられホッとしているところである。

今年は内容豊富でおもしろいのができたと思う。来年はもっと良いのができることを期待してい

る。なお，編集に際して細かく注意を頂き，御指導を賜った大之下・福田両先生に厚く御礼を申し

上げγこい。
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